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学級集団分析手法の活用のありかた

に関する研究

一人ひとりが安心して学べる学級集団づくりが学校生活の基盤である。その学級

集団づくりの方法の一つとして、学級集団の状態や、児童生徒の意欲や満足感など

をアンケートなどで客観的に測定・分析し、その状況に応じた指導をしていくこと

も重要である。分析にあたっての課題や校内での活用の進め方を研究することとす

る。
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はじめに

学級集団づくりの方法の一つとして、学級集団の状態や、児童生徒の意欲や満足

感などをさまざまな分析手法を学ぶとともに、箕面子どもステップアップ調査、

i-check を使って客観的に測定・分析し、その状況に応じた指導をどのように校内

で活用するのかについて研究した。

Ⅰ 研究テーマの設定について

の分析法について

校内での分析活用について

Ⅱ 検証経過

５月２６日 第１回研究部会「今年度の研究の方向性について」

６月１９日 学級分析手法の活用について（研修）

（講師） 奈良教育大学 粕谷 貴志准教授

児童生徒理解と学級集団分析についての理解を深めるために

平成２４年度夏季研修で、「学級集団分析の活用について」

７月１０日 第３回研究部会「各校の取組を交流」

分析で必要なこと 
・自己肯定感の回答 

リーダー格の児童生徒 
「おとなしい」児童生徒 
同グループ内の児童生徒の回答バランス 

※第 3 象限の児童生徒だけでなく上記の子どもたちの分析も大切

９月１８日 第４回研究部会

各校の取組の交流

１０月１６日 第５回研究部会

各校の取組の交流

１１月２０日 第６回研究部会

３グループに分かれて、資料の分析をして、活用のしかたを検討し、粕谷准教授か

ら講評をいただいた。 
 
資料 散布図推移表(サンプル版) 
 
グループ１ 小学校 

1



 2 

 
個別のデータを先に検討 
⑨女子のポイントがさがっている→散布図を見る→右上から真ん中への移動 
※ この変化について、クラス、学年、教職員の情報共有が大切 
④男子はポイントがあがっている 
※ この変化についても、何がよかったのか、取り組みの成果についても情報共  

有する 
集団レーダーチャートで、「学級の絆」が落ちていることにも注意する 
 
今までの取組の点検をする 
２回目の i-check の結果が返却されてからは、年度末まで２ヶ月ほどである。 
学年、学校全体で情報共有をして、その２ヶ月の取組を全体で進めていく。 
 
活用法について 
１ 個人のデータをきちんと見る 
２ その後 集団を見る 
※ レーダーチャートの全国平均値の見つけ方、位置取りがわかりにくい。 

そのため、このチャートだけではよくなっているのかどうかがわからない。 
 
グループ２ 小学校 
 
学級適応感や、自己肯定感の個人データで、特にポイントが変化した子どもについ

ての分析をすること。 
向上した理由や低下した理由を、情報共有し、検討する場を持つことが大切である。 
※ レーダーチャート、散布図の全国平均値の見つけ方、位置取りがわかりにくい。 
 
グループ３ 中学校 
 
散布図の比較において、単に右上に推移しているので、それを良しとしていいのか

どうかがわからなかった。 
レーダーチャートでは、「学級の絆」が落ちているので、要因について検討する必

要がある。 
 
 
分析をする際の注意点 
１ 個別の理解 
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変化の大きい児童生徒の把握・・どのタイプの子どもが変わったのか 
リーダー、正統派、「しんどい」子ども 
ルール違反をしている子ども 

２ 集団の把握  
どのタイプの子どもが「適応感」がいいのか 

 
３ 分析は一人だけではなく複数で共有する 

子どもたちの苦しさと教職員の苦しさが共有できるように 
※ 事例検討をおこなう 
 

ルールとリレーションで集団を見ていく 
 
 
【活用法として】 
① 散布図の推移を確認 
② 個人のデータの変化を確認、分析 
③ 学年で検討、共有(散布図およびレーダーチャート) 
④ 学校全体で共有 
※ ルールとリレーションの視点で 

１２月１１日 第７回研究部会

グループに分かれて、サンプル資料で分析

分析にあたってのポイント

【アセスメントの視点を共有する】

・何のために分析を行うのかという目的の共有

・子どもの状態、集団の状態を多面的に知り、よりよい方向に向かえるための具体

的手立てをチームで考える。

・教師の力量の評価ではない

・スタート段階の学級の質は必ずしも均等ではない。

・課題の大きい子、難しい子をいっぱい抱えていたら、学級がしんどくなることも

ある。

・ 学年が上がればあがるほど、低学年から積み重なった課題も大きくなる。短期

間に子どもや集団が変わるものでもない。

【対応策を共有することが大切】
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・子どもの援助ニーズの共通理解

・教師の支援量の総体の共通理解 ⇒「苦しさ」をみんなで分け合う

・ 方針の共有を協働で形成する

【対応策のアイディア】

・子どもの実態、子どもと先生との関係をもとに具体策をブレイストーミングし、

最後は「担任」が選ぶ。

・例えば、リーダー的な子どもが不在で、リレーションが形成されていない。グル

ープで関係が閉じている場合⇒学年行事を打つ

・担任との関係で、子どもはもっと認めてほしいと思っている ⇒担任は苦しんで

いるところでもある。いろいろなメンバーが子どもに声をかけたり、関わること

で子どもが満たされていく。

・発達の課題がある場合⇒保護者をＳＣやセンターにつなぐ

・クラス単位ではなく、学年全体・学校全体でルールをつくる。がんばっているけ

ど、苦しくなったんだよねという立ち位置で子どもと関わる。

・「いいところをみているよ」ということが子どもや保護者に伝わるような工夫を

する。

・「みんなで見ていく学校」に転換することがポイント

・担任が指導しても指導が入らないという子どもに、いろいろな人から多重に声を

かけることが必要。そのためにも情報の共有と共通認識が必要

・「子どもがそれほど苦しい」「先生がそれほどしんどい」ということを共通認識す

る。

・「限界」を認識することも必要。⇒学年がすること、支援チームのメンバーの選

び方、それ以外の人は何ができるのか

・何よりも、崩れる前に手を打つことが必要。例えば、「子どもの良さをみる研修」

を実施している学校もある。

１月２２日 第８回研究部会

分析後の取組交流

２月１９日 第９回研究部会

まとめ
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Ⅲ 研究内容 試案作成
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Ⅳ 研究のまとめ

今年度初めて、i-check を２回実施して、年間の学級集団の状況を分析する

機会ができた。機会はできたが、個々の児童生徒の分析、学級集団、学年集団

そして校内での検討については初年度ということもあり課題も多くあった。 
学級集団分析手法のありかたについての概論は、研修講師を招いて活用法を

学ぶことができたが、i-check の具体的な活用のあり方については継続して研

究を続けることにより、校内で取組を進めることが必要である。次年度では各

校での分析会議の状況も交流しながら活用法を研究していくこととする。 
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◆レーダーチャートで、どのカテゴリーが良く、どのカテゴリーに課題が
あるのか、といったクラスの状況を把握します。

◆②の散布図から、いじめがないか、悩みを抱えている子はだれか、自分を
認められない子どもがいないか等、子ども一人一人の状況やクラスの心の

安全性を確認します。

◆③の散布図から、相手の考えや立場を尊重した上で自己発信できる力が、
クラス全体として育っているかを確認します。

◆「学級の絆」の度数分布表から、子どもたちが、自分のクラスのことを

好きかどうか、楽しいクラスだと思っているか、その度合いを確かめます。

点線の内側が、支援を要する可能性がある
ラインのめやすです。

・ 自己肯定感は高いが、いじめなど人間

関係の悩みを抱えている可能性がある
グループ。

・ 自己肯定感が低く、いじめなど人間関係

の悩みを抱えている可能性が高い、
要支援のグループ。

・ 人間関係は良好だが、自己肯定感が低い

グループ。

※気になる子どもに関しては、個別回答結果一覧で

詳しい結果を確認します。

◆ 、 ・・・ ななめ分布

・ 学級の規律が守られており、お互いに

思いやったり声を掛け合ったりする様子
が見られる、良好な状態。

・ 規律を守ったり、お互いに思いやっ

たりする様子が希薄で、人間関係の
形成が不十分な状態。

◆ 、 ・・・たてよこ分布

・ 学級の規律は守られており、お互いに

思いやる様子がうかがえるが、それを
言葉や行動で伝え合うことに課題がある

状態。

・ 自分の考えや思いを言葉で伝える力は

あるが、相手の気持ちを考えたり、

規律を守ったりすることに課題がみら
れる状態。

高

低

規
律
と
他
者
の
尊
重

クラスの言葉の力
高低

A C 

D 
B 

この帳票は、学級経営の視点から、いじめなど
人間関係の悩みを抱える子どもを見つけたり、
学級の現状や課題とその成長力を分析したりする
ための資料です。

左には、散布図のカテゴリーに属する質問項目を

示しております。

右にある分析の流れに沿って、個人や集団に視点を
変えながら、クラス全体の状況を把握することが

できます。

「クラスの概要」の見方

あなたががんばったとき、友だちから、がんばったね、すごいねと、

ほめてもらったことがありますか。

自分がうれしかったとき、くやしかったとき、それを言葉やからだで表す方ですか。

友だちが成功したときはいっしょに喜び、失敗したときはいしょにくやしがる、

その思いを言葉やからだで伝える方ですか。

だれかと友だちになりたいと思ったとき、自分の方から話しかけて、

きっかけをつくることは、得意な方ですか。

自分の方が悪かったと思ったときは、すなおにあやまっていますか。

友だちとけんかをしてしまったあと、仲直りするために、自分から行動する方ですか。

先生はクラスのみんなのことを、ほめたり、はげましたりしてくれますか。

あなたは、クラス全員の、一人ひとりのいいところを、言葉にして言うことができますか。

クラスや友だちの間で、話し合いをするとき、自分の意見を積極的に発言する方ですか。

クラスの多くの人や仲のいい友だちと意見がちがっても、自分が正しいと思ったことは、

それを主張することができますか。

クラスの言葉の力

勉強、スポーツ、習い事、しゅみなどで、今がんばっていることがありますか。

将来、あんな人になりたい、こんな事がしたい、こんな仕事につきたいという、

夢や目標がありますか。

自分なりに努力したことがうまくいって、うれしかったことがありますか。

あなたががんばったとき、友だちから、がんばったね、すごいねと、

ほめてもらったことがありますか。

自分なりにがんばったことを、先生がみとめてくれて、うれしかったことがありますか。

勉強や運動、クラブ、習い事、しゅみなどで、自分なりに自信をもっていることが

ありますか。

自分には、いいところがあると思いますか（思いやり、明るさ、まとめる力、

ひょうきんさ、責任感、努力、など）

あなたはクラスのみんなから、よく注目されるタイプですか。

家の人は、あなたが努力してがんばったとき、それをほめてくれますか、みとめて

くれますか。（※家の人とは、今いっしょに生活している人を指します）

夢中になった、勉強がおもしろいと思った、という記憶に残っている授業がありますか。

学校での日々の授業や活動の中で、自分は人間として成長したな、少し大人になれたなと、

感じることがありますか。

いままでの人生で、心から感動したことがありますか。

（小説、映画、ドラマ、マンガ、体験、音楽、芸術、スポーツなど）

自己肯定感

学校のきそくや、クラスで話し合って決めたことを、守っていますか。

話し合いをしているときや、友だちの相談にのっているときは、相手の話を最後まで

聞いてから発言するよう、気をつけていますか。

あなたは、友だちの表情などから今の心を思いやり、自分だったらどうしてほしいか、

それをよく考えてから行動する方ですか。

クラスの話し合いや友だちとの間で意見が合わなかったとき、みんなが納得できる方法を

考えて、提案する方ですか。

あなたのクラスでは、みんながそうじ当番や係の仕事を、責任をもってしていますか。

あなたのクラスでは、みんなが先生の言うことを守っていますか。

クラスの人がふざけたり、おしゃべりをしたりして、授業に集中できないことがありますか。

クラスの中で、だれかがこまっているとき、みんなで、その人を助けてあげよう、

はげましてあげようとするふんいきが、あなたのクラスにはありますか。

クラスや部活で、冷やかされたり、からかわれたり、いやなことをしつこく言われたり

することがありますか。

仲間はずれがこわくて、本当は気がすすまないのに、友だちの意見に合わせたり、

いっしょに行動したりすることがありますか。

仲のいい友だちから、自分がどう思われているか、つい気になってしまうことがありますか。

信じていた友だちから、思いもよらぬ言葉を聞かされたり、つらい態度をとられたりして、

傷ついたことがありますか。

自分がいつ、いじめのターゲットになってしまうか、不安を感じることがありますか。

クラスや部活で、冷やかされたり、からかわれたり、いやなことをしつこく言われたり

することがありますか。

クラスや部活で、無視されたり、かげで悪口を言われたり、物をかくす・よごすなどの、

いやがらせを受けたりすることがありますか。

ネット上やケータイサイトの書き込みに、ひどいことを書かれ、傷ついたことがありますか。

いじめを見たり聞いたりして、心を痛めることがありますか。

クラスの友だちから、いじめのさそいを受けたことがありますか。

（メールでのさそいもふくみます）

クラスや友だちの話題についていくのが大変だ、自分のよく知らない話題が出てくると

不安だと、感じることがありますか。

同級生や上級生、他校の人などから、いやなことを無理やりさせられたり、

ひどいらんぼうを受けたりすることがありますか。

同級生や上級生、他校の人などから、お金や物を持って来るように言われることがありますか。

イライラして家の人とぶつかってしまうことがありますか。

規律と他者の尊重

いじめと対人ストレス

分析の流れ

質問項目一覧

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

女

女

女

女

女

女

女

女

女

女

女

女

女

女

女

女

女

女

18人

17人

16人

15人

14人

13人

12人

11人

10人

9人

8人

7人

6人

5人

4人

3人

2人

1人

重なっている番号：散布図上で番号が重なっている場合，その中で一番小さい番号を表示しています。

○○○○　○○○○ ▼ ○ ○ ○

○○○○　○○○○ ▼ ○ ○ ○

○○○○　○○○○ ▼ ○ ○○ ○○

○○○○　○○○○ ▼ ○ ○ ▼

○○○○　○○○○ ○ ○ ○ ○○

○○○○　○○○○ ○ ○○ ○ ○

○○○○　○○○○ ○ ○○ ○○ ○○

○○○○　○○○○ ○○ ○ ○ ○○

○○○○　○○○○ ○○ ○○ ○ ○

○○○○　○○○○ ▼ ○ ○○ ▼

○○○○　○○○○ ▼ ○○ ○ ○○

○○○○　○○○○ ○ ○ ○ ○

○○○○　○○○○ ▼ ▼ ○○ ○

○○○○　○○○○ ○ ○ ○○ ○○

○○○○　○○○○ ○ ○ ○○ ○○

○○○○　○○○○ ○ ○ ○ ○○

○○○○　○○○○ ○ ○ ○ ○○

○○○○　○○○○ ○○ ○ ○ ○

○○○○　○○○○ ○ ○○ ○○ ○○

○○○○　○○○○ ○○ ○ ○○ ○○

○○○○　○○○○ ○○ ○ ○○ ○○

○○○○　○○○○ ○○ ○○ ○○ ○

○○○○　○○○○ ○ ▼ ▼ ▼

○○○○　○○○○ ○ ○ ○○ ○○

○○○○　○○○○ ○ ○ ○○ ○○

○○○○　○○○○ ○○ ○ ○○ ○○

○○○○　○○○○ ○ ○ ▼ ▼

○○○○　○○○○ ○ ○ ○ ○○

○○○○　○○○○ ○ ○○ ○○ ○○

○○○○　○○○○ ○ ○○ ○○

○○○○　○○○○ ○ ○ ○○ ○○

○○○○　○○○○ ○○ ○ ○○ ○○

○○○○　○○○○ ○ ○○ ○ ○○

○○○○　○○○○ ○ ○ ○ ○○

○○○○　○○○○ ○ ▼ ▼ ○○

【レーダーチャートの解説】 グラフは「標準スコア」の値で作成しています。　値域を35～65に設定しており，値がこの

範囲を超える場合は，下限35，上限65に固定して表示しています。

重なっている番号：散布図上で番号が重なっている場合，その中で一番小さい番号を表示しています。

出席

番号

男

女
名　　　前

規律と尊

重
言葉の力

自己肯定

感
いじめ

平均

⑪学習習慣
生活・学習習慣

⑩生活習慣

◆対人
ストレス

⑨学級の絆
学級環境

◆学級の
規範意識

◆いじめの
サイン

⑧社会参画

⑥思いを伝える力
社会性

⑤規範意識

⑦問題解決力

④他者からの評価

③感動体験

②充実感と向上心

①成功体験と自信

◆先生の
ささえ

◆友だちの
ささえ

肯定値 標準スコア 肯定値 標準スコア

自己認識

◆家族の
ささえ

 平成24年度　ｉ-Ｃｈｅｃｋ ○○市立○○小学校

◎クラスの概要 5年1組

全国
学年 １組 各カテゴリーの状況をレーダーチャートで示しています

35

40

45

50

55

60

65

◆家族の

ささえ

◆友だちの

ささえ

◆先生の

ささえ

①成功体験と自信

②充実感と向上心

③感動体験

④他者からの評価

⑤規範意識

⑥思いを伝える力⑦問題解決力

⑧社会参画

◆学級の

規範意識

⑨学級の絆

◆いじめの

サイン

◆対人

ストレス

⑩生活習慣

⑪学習習慣

全国

学年

組

「○○」：特に望ましい（特に良好な）状況

「○」：望ましい（良好な）状況

「▼」：改善（配慮）を要する状況

「▼▼」：特に改善（特に配慮）を要する状況

［散布図］

高

低

規
律
と
他
者
の
尊
重

クラスの言葉の力
高低

高

低

自
己
肯
定
感

いじめと対人ストレス
高低

お互いを認め合う言葉の力
（学級の成長力）

学級の成長を支える
個人の健やかな心

学級の絆
高低

レーダーチャート
カテゴリーごとに、クラスの

状況を把握します。

支える

【お互いを認め合う言葉の力】
散布図から、クラス全体の傾向と

課題を読み取ります。

名簿
散布図のカテゴリーについての
解答結果を、個人ごとに示してい
ます。

【学級の成長を支える
個人の健やかな心】

散布図から、支援を要する

子どもを見つけます。

「学級の絆」
度数分布表で、子どもたちが、

自分のクラスのことを素直にどう

感じているのかを確かめます。

クラス全体の結果一覧表

集団の分析

個人の分析

クラス愛

高

低

自
己
肯
定
感

いじめと対人ストレス
高低

A 

B C 

あなたのクラスには、リーダーにふさわしい、みんながたよりにしている人がいますか。

あなたのクラスには、いいところがあると思いますか。

球技大会やクラスの発表会などがあるとき、あなたのクラスはもり上がって団結しますか。

クラスの中で、だれかがこまっているとき、みんなで、その人を助けてあげよう、はげまして

あげようとするふんいきが、あなたのクラスにはありますか。

あなたは、クラス全員の、一人ひとりのいいところを、言葉にして言うことができますか。

今のクラスが好きですか。

学級の絆
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